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１ 武蔵野市まち・ひと・しごと創生「人口ビジョン」の位置づけ 
 
武蔵野市まち・ひと・しごと創生「人口ビジョン」は、武蔵野市における人口の現状を

分析し、人口に関する地域住民の認識を共有し、今後目指すべき将来の方向と人口の将来

展望を提示するものである。この人口ビジョンは、武蔵野市まち・ひと・しごと創生「総

合戦略」において、基本目標と基本的方向の実現に向けて、効果的な施策を企画立案する

上で重要な基礎と位置づけるものとする。 
 
人口ビジョンの対象期間は、市の最上位計画である第五期長期計画・調整計画の基礎資

料として作成した「武蔵野市の将来人口推計」の推計期間に合わせ、平成 57（2045）年ま

でとした。

なお、国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計（平成 52（2040）年まで）及び内

閣官房（まち・ひと・しごと創生本部事務局）と経済産業省が提供する「地域経済分析シ

ステム（ＲＥＳＡＳ（リーサス））を併用して分析している。 
 
 
 
２ 人口の分析 
 
（１）人口動向分析と将来人口推計 

①総人口 

 昭和 40 年以降の武蔵野市人口は 13 万人台で増減してきたが、「武蔵野市の将来人

口推計」の基準年次とした平成 26 年には、これまでで最大の 140,527 人（うち日

本人人口 138,250 人）に達した。 
 近年の大規模開発による人口流入の波及効果によって、当面は横ばいから微増で

推移し、平成 55（2043）年に 148,754 人（うち日本人人口 146,043 人）に達する。

その後は緩やかな減少基調となり、推計の目標年次の平成 57（2045）年には

148,711 人（うち日本人人口 145,967 人）になると見込む。 
 図表２の武蔵野市の将来人口（推計比較）において、武蔵野市推計と、社人研推

計及び日本創成会議推計に大きな差が生じている。これは、武蔵野市推計が平成

26 年１月１日の住民基本台帳人口（日本人）を基準にしているのに対し、社人研

推計及び日本創成会議推計は、平成 22 年国勢調査に基づいているため、近年の大規

模開発による人口増が反映されていないことがその理由である。 
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図表 1 武蔵野市の将来人口（総人口） 

 
出典）武蔵野市「武蔵野市の将来人口推計（平成 26 年～平成 57 年）」  

 
 
図表 2 武蔵野市の将来人口（推計比較）

 
出典及び注記）武蔵野市推計：武蔵野市の将来人口推計（平成 26 年～平成 57 年）

※平成 22 年から平成 26 年までは実績値

社人研推計：全国の移動率が今後一定程度縮小すると仮定した推計（社人研推計準拠）

日本創成会議推計：全国の純移動数が、平成 22 年から平成 27 年の推計値と概ね同水準で 
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②年齢３区分別人口 

 老年人口（65 歳以上）は増加傾向が続き、平成 51（2039）年に 30％（44,019 人）

を突破し、平成 57（2045）年には 33.1％（4 人）に達すると見込まれる。

 年少人口（０～ 歳）は、当面微増した後、平成 （ ）年に ％（

人）まで低下する。その後、再度上昇に転じ、平成 （ ）年には ％（

人）まで回復すると見込まれる。

 生産年齢人口（ ～ 歳）は、微減微増を経ながらも期間全体を通じては漸減傾

向にあり平成 年には ％（ 人）まで低下すると見込まれる。

 
 
図表 3 将来年齢３区分人口比率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典）武蔵野市「武蔵野市の将来人口推計（平成 26 年～平成 57 年）」  

 
 

③自然増減・社会増減 

 武蔵野市の人口の増減は、自然増減よりも社会増減の影響を大きく受けている。

 自然動態 は微増となっているものの、平成 17（2005）年以降は社会動態 の増の

傾向が続いており、これが近年の人口増の要因となっている。

 武蔵野市の合計特殊出生率は、平成 25（2013）年に 1.14 人となり上昇傾向にあ

るが、全国平均から比べると依然として低い水準である。
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図表 4 自然増減・社会増減の推移 

出典）地域経済分析システム（RESAS） 

図表 5 合計特殊出生率の推移 

 
出典）厚生労働省、東京都、武蔵野市資料等より作成  

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年
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④人口移動 

 武蔵野市の人口移動は、18～22 歳に大きく転入超過となっている。これは大学な

どの進学や就職によるものと推測される。

 一方、20 歳代後半から 30 歳代後半については転出超過となっており、結婚や住

宅購入などに伴う転出と推測される。

 地域間の人口移動については、転入・転出ともに都内、特に隣接自治体間の移動

が多くを占める。

図表 6 性別年齢別純移動率（平成 21 年～平成 25 年の期間平均） 

 

出典）武蔵野市「武蔵野市の将来人口推計（平成 26 年～平成 57 年）」 
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図表 7 武蔵野市 From-to 分析（定住人口）2014 年 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典）地域経済分析システム（RESAS） 
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⑤世帯数 

 世帯数は増加基調にあり、昭和 60（1985）年に 51,434 世帯だったところ、平成

22（2010）年には 71,163 世帯となっている。今後も世帯数は増加を続けるが、平

成 52（2040）年の 78,524 世帯をピークとして横ばいとなり、平成 57（2045）年

には 78,222 世帯に留まる。

 登録人口を世帯数で除して求めた平均世帯人員は、平成 27（2015）年の 1.91 人

から平成 47（2035）年に 1.86 人まで低下した後、やや向上して平成 57（2045）
年には 1.87 人になると見込まれる。 

 家族類型別にみると、高齢者単独世帯、世帯主が高齢者である夫婦のみ世帯の数

は、増加傾向にあると見込まれる。

 
図表 8 世帯数の推移と将来見通し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典）武蔵野市「武蔵野市の将来人口推計（平成 26 年～平成 57 年）」 

 
図表 9 高齢者単独世帯数等の現状（全国・東京都・武蔵野市） 
 
 
 
 
 
 

 
 

出典）武蔵野市「武蔵野市高齢者福祉計画・第 6 期介護保険事業計画」、「平成 22 年国勢調査」より 
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図表 10 家族類型別世帯数の推移と将来見通し

 
出典）武蔵野市「武蔵野市の将来人口推計（平成 26 年～平成 57 年）」 

 
 
図表 11 高齢者単独世帯数等の推移と将来見通し

 

出典）武蔵野市「武蔵野市の将来人口推計（平成 26 年～平成 57 年）」
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⑤世帯数 

 世帯数は増加基調にあり、昭和 60（1985）年に 51,434 世帯だったところ、平成

22（2010）年には 71,163 世帯となっている。今後も世帯数は増加を続けるが、平

成 52（2040）年の 78,524 世帯をピークとして横ばいとなり、平成 57（2045）年

には 78,222 世帯に留まる。

 登録人口を世帯数で除して求めた平均世帯人員は、平成 27（2015）年の 1.91 人

から平成 47（2035）年に 1.86 人まで低下した後、やや向上して平成 57（2045）
年には 1.87 人になると見込まれる。 

 家族類型別にみると、高齢者単独世帯、世帯主が高齢者である夫婦のみ世帯の数

は、増加傾向にあると見込まれる。

 
図表 8 世帯数の推移と将来見通し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典）武蔵野市「武蔵野市の将来人口推計（平成 26 年～平成 57 年）」 

 
図表 9 高齢者単独世帯数等の現状（全国・東京都・武蔵野市） 
 
 
 
 
 
 

 
 

出典）武蔵野市「武蔵野市高齢者福祉計画・第 6 期介護保険事業計画」、「平成 22 年国勢調査」より 
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⑥昼間人口 

 武蔵野市の昼間人口は、昭和 50（1975）年に登録日本人人口を上回った。その後

も順調に増加していたが、近年は増減を繰り返して平成 22（2010）年には 153,267
人となっている。

 今後の昼間人口は、横ばいで推移した後、減少を始め平成 57（2045）年には 155,676
人と見込まれる。また、登録日本人人口に対する昼間人口比は低下していくもの

と見込まれる。

 武蔵野市は、市外へ働きに行く人よりも市内に働きに来る人の方が多い（通学含

む）ということであるが、これは吉祥寺商業圏を中心に事業所が集積しているた

めと推測される。

 武蔵野市内の創業比率は 3.19％と、都平均 2.06％を上回り全国的にも高い水準に

ある。（期間は平成 21 年～24 年、全国平均 1.84％、総務省・経済産業省「経済セ

ンサス－活動調査」より）

 
 

図表 12 昼間人口の推移と将来見通し 

 
出典）武蔵野市「武蔵野市の将来人口推計（平成 26 年～平成 57 年）」
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図表 13 昼夜間人口比率

 
 
 
 
 
 

 

出典）武蔵野市「平成 26 年版 武蔵野市地域生活環境指標」
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（２）人口問題に対する基本認識 

 
 将来的な年少人口の減少 

子どもは社会の希望であり、未来の力である。しかし、次代の社会を担う子どもの数

が継続的に減っていく、いわゆる「少子化」は社会保障をはじめとする経済全般に影

響を及ぼす深刻な問題である。加えて、子ども自身の健やかな育ちへの影響や将来的

な地域コミュニティ機能の弱体化、まちの活力の低下など、武蔵野市においても大き

な影響を及ぼすことが危惧される。 
 

 独居高齢者及び高齢者のみ世帯の増加  
武蔵野市は、全国平均に比べて、ひとり暮らし高齢者の割合が高い状況にある。単

身で生活している高齢者は、心身の状態に問題が発生した際に家族の支援を得ること

が困難であり、社会的サービスの整備の充実は不可欠である。一方、ひとり暮らし高

齢者や高齢者のみ世帯を含めた老年人口の増加は、社会保障費の増加を招き、他の政

策的経費を圧迫して財政の硬直化をもたらす恐れがある。 
 
 生産年齢人口の減少  

生産年齢人口の減少に伴って勤労所得のある人が減るということは、市税収入にも

大きな影響を及ぼすため、現在の財政規模を維持できなくなる恐れがでてくる。 
高齢者を支える働き手世代の割合の減少が地域経済の縮小をもたらし、まちの活力

が喪失していくという負のスパイラルに陥らないために、出産・育児で職場を離れた

女性や元気な高齢者など、多様な人材の活用を積極的に促進していくことが必要とな

る。 
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治安が良く災害に強い安全なまち

静かで緑に恵まれた住宅都市

高齢者や障がい者が住みやすい福祉都市

買物やまち歩きが楽しい便利なまち

親子にやさしい子育てしやすいまち

知的な雰囲気のあふれる文化都市

持続可能な環境都市

学生や市民の学習環境が整った教育都市

商工業がさかんな産業都市

その他

無回答

３ 人口の将来展望 
 
（１）将来展望の基礎となる市民意識調査 

人口の将来を展望するにあたっては、まずは地域のニーズや課題を把握することが重

要である。武蔵野市では、昭和 59（1984）年から長期計画の策定に合わせて「市民意

識調査」を実施しているため、人口ビジョンにおいてもこの調査結果を基礎資料とし

て活用する。 
 
図表 14 定住意向 
 
あなたは、現在住んでいるところにこれからも住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

 
 
 
 
 
 
 
出典）武蔵野市「平成 年度武蔵野市市民意識調査報告書」

図表 15 武蔵野市の将来像 
 
武蔵野市は全体として、これからどのような都市（まち）になることが望ましいと 
思いますか。（○は３つ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典）武蔵野市「平成 年度武蔵野市市民意識調査報告書」
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（２）目指すべき将来の方向 

 
 子育て世代を地域社会全体で支え合い、妊娠、出産、子育ての希望が叶うまちを実

現する。 
少子化の進行は、親の就労状況や経済状況などにも影響を受けるため、一朝一夕

に解決するものではないが、子どもたちが健やかに育ち、すべての子育て家庭が安

心して子どもを産み、育てられる社会を実現することで、生産年齢人口の減少と将

来的な年少人口の減少を克服する。 
 

 すべての市民が、いつまでもいきいきと健康に、住み慣れた地域で生活を継続でき

るまちを実現する。 
すべての市民が、生涯を通して住み慣れた地域で安心して過ごすことができるよ

う、地域生活に関わる人や組織が分野を越えて連携し、継続的で体系的な支援を行

う支え合いのまちづくりを目指すことで、独居高齢者及び高齢者のみ世帯の増加な

どに対応していく。 
 

 個性輝くまちづくりを推進し、未来に希望が持てる持続可能なまちを実現する。 
すべての市民が安全で安心して生活できるように、また武蔵野市を訪れる人々が

快適に過ごすことができるように、人にやさしいまちづくりを進めていく。「武蔵野

市らしさ」のあるまちづくりを進めることで、まちの魅力を高め、武蔵野市を訪れ

たい、働きたい、住み続けたいと望む人を増やす。 
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（３）人口の将来展望 

 
すでに全国比でみても人口密度の高い武蔵野市としては、大幅な人口増や急激な人

口構成の変動は望ましくない。武蔵野市は、昭和 46 年度から「武蔵野市長期計画」

を市政運営の基本として計画的な行政運営を行ってきたが、この第一期の長期計画に

おいて、昭和 45 年国勢調査人口 136,726 人を踏まえて、「人口の社会増をもたらす

ような政策はとらない」という方針を掲げ、超過密化に伴う生活環境の悪化を防いで

きたという実績が、今の武蔵野市の評価に至っている。また、市域の 80％以上を住

居系用途地域に指定するなど、良好な住環境を守るため、計画的な土地利用を図って

きたことも今日の成果に結びついている。平成 年度の武蔵野市市民意識調査にお

いて、「静かで緑に恵まれた住宅都市」を望む割合が高いという結果が出ており、住

環境の良さや生活の質の向上を求める声は引き続き多い。

将来の人口については、「目指すべき将来の方向」を踏まえて施策を推進し、まち

の魅力を高めていくことで、現状程度の水準を基本に長期的に安定した人口の実現を

目指す。

なお、武蔵野市は東京圏を構成する自治体として、地方とパイを奪い合う「ゼロサ

ム」ではなく、地方と東京圏がそれぞれの強みを生かし、日本全体を引っ張っていく

「プラスサム」を目指さなければならない。首都東京が世界の主要都市のひとつとし

て充分な役割を果たせるよう、本市の特性を最大限生かしたまちづくりを進め、他都

市と連携し、魅力ある自治体運営を行っていく。
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１ 基本的な考え方 
 
（１）武蔵野市まち・ひと・しごと創生「総合戦略」の位置づけ 

武蔵野市まち・ひと・しごと創生「総合戦略」は、人口ビジョンを踏まえ、今後５か

年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめたものである。 
総合戦略の対象期間は、平成 27 年度～31 年度の５年間とする。 

 
 
（２）国の総合戦略との関係 

国の総合戦略における基本的な考え方や基本方針等を踏まえて策定した。加えて、東

京都や近隣自治体とは意見交換等を実施した。 
 
 
（参考）国の総合戦略 

基本的な考え方 
①人口減少と地域経済縮小の克服 
②まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立 
「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環を確立する

とともに、その好循環を支える「まち」に活力を取り戻す。 
 
政策の企画・実行に当たっての基本方針 
①政策５原則  
従来の施策（縦割り、全国一律、バラマキ、表面的、短期的）の検証を踏まえ、政

策５原則（自立性、将来性、地域性、直接性、結果重視）に基づき施策展開。 
②国と地方の取組体制と PDCA の整備 
国と地方公共団体ともに、５か年の戦略を策定・実行する体制を整え、アウトカム

指標を原則とした KPI で検証・改善する仕組みを確立。 
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（３）武蔵野市長期計画との関係 

本市では、「武蔵野市長期計画条例」において、長期計画の策定は市の目指すべき将来

像を明らかにするとともに、総合的かつ計画的な市政運営を推進することを目的とするこ

と、市が実施する政策は原則として長期計画に基づくこと等を定めている。 
武蔵野市第五期長期計画・調整計画（平成 28 年度～32 年度）と整合を図り、戦略的・

一体的に施策を進める。 
 
 
（４）客観的な指標と効果検証の実施 

各施策の効果を客観的に検証できるようにするため、施策ごとに客観的な重要業績評価

指標（KPI）3を設定する。併せて、改善を行う仕組み（PDCA サイクル）を導入し、武

蔵野市まち・ひと・しごと創生本部において、実施の推進、実施状況の総合的な検証、見

直しを毎年行っていく。また、必要に応じて、外部有識者の意見聴取等を行う。

 
 
図表 16 PDCA サイクルのイメージ 

 
  

                                                   
3 重要業績評価指標（KPI）：Key Performance Indicator の略。施策ごとの達成すべき成果目標として設

定する指標 
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１ 基本的な考え方 
 
（１）武蔵野市まち・ひと・しごと創生「総合戦略」の位置づけ 

武蔵野市まち・ひと・しごと創生「総合戦略」は、人口ビジョンを踏まえ、今後５か

年の目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめたものである。 
総合戦略の対象期間は、平成 27 年度～31 年度の５年間とする。 

 
 
（２）国の総合戦略との関係 

国の総合戦略における基本的な考え方や基本方針等を踏まえて策定した。加えて、東

京都や近隣自治体とは意見交換等を実施した。 
 
 
（参考）国の総合戦略 

基本的な考え方 
①人口減少と地域経済縮小の克服 
②まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立 
「しごと」が「ひと」を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環を確立する

とともに、その好循環を支える「まち」に活力を取り戻す。 
 
政策の企画・実行に当たっての基本方針 
①政策５原則  
従来の施策（縦割り、全国一律、バラマキ、表面的、短期的）の検証を踏まえ、政

策５原則（自立性、将来性、地域性、直接性、結果重視）に基づき施策展開。 
②国と地方の取組体制と PDCA の整備 
国と地方公共団体ともに、５か年の戦略を策定・実行する体制を整え、アウトカム

指標を原則とした KPI で検証・改善する仕組みを確立。 
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２ 総合戦略の体系 
 
 
基本目標１ 子育て世代を地域社会全体で支え合い、妊娠、出産、子育ての

希望が叶うまちの実現 
 
【基本的方向】 

子どもたちが健やかに育ち、すべての子育て家庭が安心して子どもを産み、育てられる社会を

実現することで、生産年齢人口の減少と将来的な年少人口の減少を克服する。 
【具体的な施策】 (1)子ども自身の育ちと子育て家庭への総合的支援 

 (2)地域社会全体の連携による子ども・子育て支援の充実 
 (3)次代を担う力をはぐくむ学校教育／青少年の成長・自立への支援 

 
基本目標２ すべての市民が、いつまでもいきいきと健康に、住み慣れた地域で

生活を継続できるまちの実現

 
【基本的方向】 

すべての市民が、生涯を通して住み慣れた地域で安心して過ごすことができるよう、地域生活

に関わる人や組織が分野を越えて連携し、継続的で体系的な支援を行う支え合いのまちづくり

を目指すことで、独居高齢者及び高齢者のみ世帯の増加などに対応していく。 
【具体的な施策】 (1)支え合いの気持ちをつむぐまちづくりの推進 

(2)誰もが地域で安心して暮らしつづけられる仕組みづくりの推進 

 
基本目標３ 個性輝くまちづくりを推進し、未来に希望が持てる持続可能な

まちの実現 
 
【基本的方向】 

すべての市民が安全で安心して生活できるように、また武蔵野市を訪れる人々が快適に過ごす

ことができるように、人にやさしいまちづくりを進めていく。「武蔵野市らしさ」のあるまち

づくりを進めることで、まちの魅力を高め、武蔵野市を訪れたい、働きたい、住み続けたいと

望む人を増やす。 
【具体的な施策】(1)地域社会と市民活動の活性化 (2)市民文化の醸成／市民の多様な学びやスポ

ーツ活動への支援 (3)地域の特性を活かした産業の振興 (4)都市・国際交流の推

進 (5)災害への備えの拡充 (6)「緑」を基軸としたまちづくりの推進 (7)公共

施設ネットワークと都市基盤の再整備／社会の変化に対応していく行財政運営 
 

【数値目標】子ども・教育分野の取り組みを特に評価できる 

と回答した人の割合 29.6％ → 32.6％ 

【数値目標】健康・福祉分野の取り組みを特に評価できる 

と回答した人の割合 48.2％ → 51.2％ 

【数値目標】①住み続けたい市民の割合 81.3％ → 84.3％ 

②休日の滞在人口 347,900人 → 365,000人 
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３ 基本目標と施策に関する基本的方向 
 
■基本目標１ 

 
子育て世代を地域社会全体で支え合い、妊娠、出産、子育ての希望が叶う 
まちの実現 

 
数値目標 子ども・教育分野の取り組みを特に評価できると回答した人の割合 

（子育て支援、青少年施策、小・中学校教育） 

 
29.6％（平成 26 年度） → 32.6％（平成 31 年度） 

「市政アンケート調査」 

 
 
■（基本目標を達成するために）講ずべき施策に関する基本的方向 

子どもたちが健やかに育ち、すべての子育て家庭が安心して子どもを産み、育てられ

る社会を実現することで、生産年齢人口の減少と将来的な年少人口の減少を克服する。 
 

■具体的な施策と KPI 
（１）子ども自身の育ちと子育て家庭への総合的支援 

今日、核家族化が進んでおり、また、近隣・地域との関係が希薄になっていること

で、保護者の子育てに対する負担や不安感が増している。子どもの将来がその生まれ

育った環境によって左右されることなく、健やかに育ち、自らの将来に向け力強く成

長できるよう、すべての子どもと子育て家庭に対して総合的な支援を行っていく。 
 

○一人ひとりの子ども、家庭への支援の充実 
○保育事業の充実 
○幼児期の教育の振興 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

幼稚園・保育施設の定員数 4,451 人 5,160 人 
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２ 総合戦略の体系 
 
 
基本目標１ 子育て世代を地域社会全体で支え合い、妊娠、出産、子育ての

希望が叶うまちの実現 
 
【基本的方向】 

子どもたちが健やかに育ち、すべての子育て家庭が安心して子どもを産み、育てられる社会を

実現することで、生産年齢人口の減少と将来的な年少人口の減少を克服する。 
【具体的な施策】 (1)子ども自身の育ちと子育て家庭への総合的支援 

 (2)地域社会全体の連携による子ども・子育て支援の充実 
 (3)次代を担う力をはぐくむ学校教育／青少年の成長・自立への支援 

 
基本目標２ すべての市民が、いつまでもいきいきと健康に、住み慣れた地域で

生活を継続できるまちの実現

 
【基本的方向】 

すべての市民が、生涯を通して住み慣れた地域で安心して過ごすことができるよう、地域生活

に関わる人や組織が分野を越えて連携し、継続的で体系的な支援を行う支え合いのまちづくり

を目指すことで、独居高齢者及び高齢者のみ世帯の増加などに対応していく。 
【具体的な施策】 (1)支え合いの気持ちをつむぐまちづくりの推進 

(2)誰もが地域で安心して暮らしつづけられる仕組みづくりの推進 

 
基本目標３ 個性輝くまちづくりを推進し、未来に希望が持てる持続可能な

まちの実現 
 
【基本的方向】 

すべての市民が安全で安心して生活できるように、また武蔵野市を訪れる人々が快適に過ごす

ことができるように、人にやさしいまちづくりを進めていく。「武蔵野市らしさ」のあるまち

づくりを進めることで、まちの魅力を高め、武蔵野市を訪れたい、働きたい、住み続けたいと

望む人を増やす。 
【具体的な施策】(1)地域社会と市民活動の活性化 (2)市民文化の醸成／市民の多様な学びやスポ

ーツ活動への支援 (3)地域の特性を活かした産業の振興 (4)都市・国際交流の推

進 (5)災害への備えの拡充 (6)「緑」を基軸としたまちづくりの推進 (7)公共

施設ネットワークと都市基盤の再整備／社会の変化に対応していく行財政運営 
 

【数値目標】子ども・教育分野の取り組みを特に評価できる 

と回答した人の割合 29.6％ → 32.6％ 

【数値目標】健康・福祉分野の取り組みを特に評価できる 

と回答した人の割合 48.2％ → 51.2％ 

【数値目標】①住み続けたい市民の割合 81.3％ → 84.3％ 

②休日の滞在人口 347,900人 → 365,000人 
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（２）地域社会全体の連携による子ども・子育て支援の充実 
第五期長期計画の重点施策として「子育てネットワークの多層化」が挙げられてい

る。子どもと家族、地域の絆や関係性の希薄化を補い、地域・団体・事業者・行政な

どの多様な主体による子育てネットワークづくりに引き続き取り組み、地域社会全体

で子ども・子育てを支えていく。 
 

○共助の仕組みづくり 
○共助を主体とした子育て支援事業の推進と情報発信の充実 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

collabono
こ ら ぼ の

コミセン親子ひろばの 
実施か所数 

（共助による子育てひろば事業）※ 
０か所 ６か所 

※「第四次子どもプラン武蔵野」の子育て支援サービスの目標値より  

 
（３）次代を担う力をはぐくむ学校教育／青少年の成長・自立への支援 

子どもたちが、知性・感性を磨き、自ら未来を切り拓いていく力を身に付けること

ができるよう、学校教育の充実を図っていく。 
青少年期は、自然体験やスポーツ、芸術・文化など様々な実体験を積み重ねること

で、自ら考え、責任を持って行動できる人間として成長していく時期である。そのよ

うな大切な時期を健全に過ごせるよう、次代の担い手である青少年の成長を社会全体

で支えていく取り組みが重要である。 
 

○知性を磨き、個性を伸ばす教育の推進 
○豊かな心や感性をはぐくむ教育の推進 
○健やかな体をはぐくむ教育の推進 
○小学生の放課後施策の充実 
○豊かな人間性と社会に踏み出す意欲の育成 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

「学校に行くのは楽しい」と思う 
児童・生徒の割合※ 

87.9％ 92.9％ 

※文部科学省「全国学力・学習状況調査」より  
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■基本目標２ 

 
すべての市民が、いつまでもいきいきと健康に、住み慣れた地域で生活を 
継続できるまちの実現 

 
数値目標 健康・福祉分野の取り組みを特に評価できると回答した人の割合 

（健康づくり、高齢者福祉、障害者福祉、地域福祉力の向上）  

 
48.2％（平成 26 年度） → 51.2％（平成 31 年度） 

「市政アンケート調査」 

 
 
■（基本目標を達成するために）講ずべき施策に関する基本的方向 

すべての市民が、生涯を通して住み慣れた地域で安心して過ごすことができるよう、

地域生活に関わる人や組織が分野を越えて連携し、継続的で体系的な支援を行う支え

合いのまちづくりを目指すことで、独居高齢者及び高齢者のみ世帯の増加などに対応

していく。 
 
■具体的な施策と KPI 
（１）支え合いの気持ちをつむぐまちづくりの推進 

団塊の世代が後期高齢者となる平成37（2025）年に向け様々な問題が顕在化する中、

地域包括ケアシステムの構築が法律に明記され、また、介護保険制度の大幅な改正が

なされるなど、社会情勢の変化とともに、福祉施策を巡る状況も目まぐるしい変革の

時期を迎えている。これらの変化に対応するためには、誰もが地域を支える担い手と

なり得るという意識を持ち、また、それを実現可能とするための仕組みづくりが必要

である。 
 

○地域支え合いポイント制度（仮称）の検討 
○テンミリオンハウス事業の推進 
○障害者団体やボランティア団体などの活動支援の充実 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

テンミリオンハウス年間利用者数 35,062 人 37,800 人 
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（２）地域社会全体の連携による子ども・子育て支援の充実 
第五期長期計画の重点施策として「子育てネットワークの多層化」が挙げられてい

る。子どもと家族、地域の絆や関係性の希薄化を補い、地域・団体・事業者・行政な

どの多様な主体による子育てネットワークづくりに引き続き取り組み、地域社会全体

で子ども・子育てを支えていく。 
 

○共助の仕組みづくり 
○共助を主体とした子育て支援事業の推進と情報発信の充実 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

collabono
こ ら ぼ の

コミセン親子ひろばの 
実施か所数 

（共助による子育てひろば事業）※ 
０か所 ６か所 

※「第四次子どもプラン武蔵野」の子育て支援サービスの目標値より  

 
（３）次代を担う力をはぐくむ学校教育／青少年の成長・自立への支援 

子どもたちが、知性・感性を磨き、自ら未来を切り拓いていく力を身に付けること

ができるよう、学校教育の充実を図っていく。 
青少年期は、自然体験やスポーツ、芸術・文化など様々な実体験を積み重ねること

で、自ら考え、責任を持って行動できる人間として成長していく時期である。そのよ

うな大切な時期を健全に過ごせるよう、次代の担い手である青少年の成長を社会全体

で支えていく取り組みが重要である。 
 

○知性を磨き、個性を伸ばす教育の推進 
○豊かな心や感性をはぐくむ教育の推進 
○健やかな体をはぐくむ教育の推進 
○小学生の放課後施策の充実 
○豊かな人間性と社会に踏み出す意欲の育成 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

「学校に行くのは楽しい」と思う 
児童・生徒の割合※ 

87.9％ 92.9％ 

※文部科学省「全国学力・学習状況調査」より  
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（２）誰もが地域で安心して暮らしつづけられる仕組みづくりの推進 
すべての市民が生涯を通じて住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、保

健・医療・介護・福祉等様々な分野における人や組織が連携し、体系的、継続的な支

援を行うための仕組みづくりを推進する。 
メンタル面に関わる疾患の増加や、新たな感染症の流行など様々な心身の健康をめ

ぐる課題が発生する中、それらを未然に防ぐための対策を行う。誰もがいつまでも心

身ともに健康な生活を送れるよう、生涯を通じた健康づくりを進める。 
 
○定期巡回・随時対応型訪問介護看護の充実 
○地域による見守りネットワークの強化 
○相談機能のネットワークの強化 
○健康増進と介護予防の推進 
○「食」に対する市民意識向上への取り組み 
○就労支援の充実 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

健康増進事業への参加者数※ 8,037 人 8,400 人 

※健康づくり出前講座、健康づくり人材バンク紹介事業、ウォーキング教室、健康体操教室、通信制講座、腰痛

予防背骨コンディショニング教室、高齢者の健康づくりの事業、地域健康クラブの参加者数 
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■基本目標３ 

 
個性輝くまちづくりを推進し、未来に希望が持てる持続可能なまちの実現 

 
数値目標① 武蔵野市に住み続けたいと思う市民の割合 

 
81.3％（平成 26 年度） → 84.3％（平成 30 年度※） 

※市民意識調査の年度に合わせた年次設定となっている。 

「武蔵野市民意識調査」 

 

 
数値目標② 休日の滞在人口 

 
347,900 人（平成 26 年）→ 365,000 人（平成 31 年） 

「地域経済システム（RESAS）」 

 
 
 
■（基本目標を達成するために）講ずべき施策に関する基本的方向 

すべての市民が安全で安心して生活できるように、また武蔵野市を訪れる人々が快適

に過ごすことができるように、人にやさしい都市づくりを進めていく。「武蔵野市らし

さ」のあるまちづくりを進めることで、まちの魅力を高め、武蔵野市を訪れたい、働

きたい、住み続けたいと望む人を増やす。 
 
■具体的な施策と KPI 
（１）地域社会と市民活動の活性化 

人と人とのつながりによってもたらされる地域のコミュニティは、特に都市部にお

いて希薄化が進展しているが、安全・安心な社会を構築していくためにも、その役割

が再認識されている。地域の支え合いをキーワードに地域コミュニティのつながりを

深めることが必要である。また、地域活動の担い手の多くは固定化・高齢化しつつあ

る。より地域活動に参加しやすい雰囲気と仕組みをつくり、将来の担い手となる人材

の掘り起こしと、活躍できるような場をつくっていくことが求められる。 
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（２）誰もが地域で安心して暮らしつづけられる仕組みづくりの推進 
すべての市民が生涯を通じて住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、保

健・医療・介護・福祉等様々な分野における人や組織が連携し、体系的、継続的な支

援を行うための仕組みづくりを推進する。 
メンタル面に関わる疾患の増加や、新たな感染症の流行など様々な心身の健康をめ

ぐる課題が発生する中、それらを未然に防ぐための対策を行う。誰もがいつまでも心

身ともに健康な生活を送れるよう、生涯を通じた健康づくりを進める。 
 
○定期巡回・随時対応型訪問介護看護の充実 
○地域による見守りネットワークの強化 
○相談機能のネットワークの強化 
○健康増進と介護予防の推進 
○「食」に対する市民意識向上への取り組み 
○就労支援の充実 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

健康増進事業への参加者数※ 8,037 人 8,400 人 

※健康づくり出前講座、健康づくり人材バンク紹介事業、ウォーキング教室、健康体操教室、通信制講座、腰痛

予防背骨コンディショニング教室、高齢者の健康づくりの事業、地域健康クラブの参加者数 
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○コミュニティセンターの利用促進 
○市民活動団体相互のネットワーク形成と活動支援 
 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

コミュニティセンターの 
延べ利用人数 

909,601 人 950,000 人 

 
 
（２）市民文化の醸成／市民の多様な学びやスポーツ活動への支援 

本市では、市民による様々なコミュニティ活動等が行われており、多様な市民文化

が発展を遂げてきた。今まで、築き上げられてきた市民文化や都市文化を大切に守り

育て、発展させるとともに、東京オリンピック・パラリンピックや都市観光の推進な

どを通じて、今後も、市民文化・都市文化の醸成に努めていく。 
市民の学びは主体的な活動へとつながり、ネットワークが形成されることで、新た

な学びの場が生まれる。多様な主体とのネットワークによる学びの提供を通じて、市

民の参加と活動を支援していく。また、スポーツを通じて、市民一人ひとりが豊かな

生活を続けていけるよう、今後もスポーツ活動に取り組める環境整備を進める。 
 
○地域における様々な文化活動への支援の推進 
○まちの魅力や情報の発信と共有 
○観光機構の機能充実の支援 
○生涯学習機会の拡充 
○スポーツの振興 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

武蔵野地域自由大学の 
正規科目履修者数 

317 人 330 人 
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（３）地域の特性を活かした産業の振興 
都内有数の商業集積地である吉祥寺をはじめとする駅周辺の商業は、市全体のにぎ

わいや活力を生み出す原動力である。一方、路線商業は地域のコミュニティにおいて

市民の日常生活を支えている。このような本市の主要産業である商業に関し、引き続

き支援していく。 
また、今後も事業者・消費者双方から選ばれるまちであり続けるため、既存の産業

に加え、本市の実態に合った新たな産業への支援を通じて、市の経済の活性化を図る。 
 

○創業支援事業 
○中小企業者への支援事業の充実 
○観光振興事業の推進 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H24※） 目標値（H30※） 

従業者数（事業所単位） 87,022 人 89,600 人 

※経済産業省「経済センサス」の調査年度に合わせた年次設定となっている。  

 
 

（４）都市・国際交流の推進 
国内における都市と地方の共存及び国際社会における平和・友好を実現するために

は、市民の相互理解が不可欠であり、一層の市民レベルの交流を進める。また、外国

人が安心して生活し、地域で活躍できるよう、相談体制など支援の充実を図る。 
また、災害時におけるリスク管理や、道路や上下水道などネットワーク機能が重要

な都市基盤整備だけでなく、公共サービスの共同化などにおいても、自治体間連携の

必要性が高まっている。市域にとらわれることなく、近隣自治体や友好都市等との自

治体間相互の連携を推進していく。 
 
○友好都市交流事業 
○市内に在住する外国人等への日常生活支援 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

武蔵野市国際交流協会による 
在住外国人支援事業※への参加者数 

1,880 人 2,000 人 

※日本語学習の支援、多言語による各種相談、留学生の社会参加の促進、生活情報の提供、通訳者の派遣及び翻訳  
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（２）市民文化の醸成／市民の多様な学びやスポーツ活動への支援 

本市では、市民による様々なコミュニティ活動等が行われており、多様な市民文化

が発展を遂げてきた。今まで、築き上げられてきた市民文化や都市文化を大切に守り

育て、発展させるとともに、東京オリンピック・パラリンピックや都市観光の推進な

どを通じて、今後も、市民文化・都市文化の醸成に努めていく。 
市民の学びは主体的な活動へとつながり、ネットワークが形成されることで、新た

な学びの場が生まれる。多様な主体とのネットワークによる学びの提供を通じて、市

民の参加と活動を支援していく。また、スポーツを通じて、市民一人ひとりが豊かな

生活を続けていけるよう、今後もスポーツ活動に取り組める環境整備を進める。 
 
○地域における様々な文化活動への支援の推進 
○まちの魅力や情報の発信と共有 
○観光機構の機能充実の支援 
○生涯学習機会の拡充 
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武蔵野地域自由大学の 
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（５）災害への備えの拡充 
首都直下型地震がいつ発生してもおかしくない状況にあり、安全・安心なまちづく

りをするうえでは、防災態勢の強化は重要な課題である。高齢化や増加傾向にある外

国人来街者など変化するニーズに対応した態勢の整備を進める。また、二次災害によ

る被害拡大を防ぐため、建物の耐震化や発生した火災の延焼の防止など、防災の観点

を重視した基盤の強化を図る。 
 

○防災態勢の強化 
○住宅の耐震化の推進 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

防災訓練の参加者数※ 5,820 人 6,400 人 

※総合防災訓練、水防訓練・地震対策ひろば、はらっぱ防災フェスタむさしの、初動地域防災訓練、防災ボラン

ティア訓練、帰宅困難者対策訓練の参加者数  

 
 

（６）「緑」を基軸としたまちづくりの推進 
武蔵野という地勢が形成されてきた歴史と市内各地域の個性そして緑と水が都市に

もたらす魅力を踏まえながら、武蔵野市らしい緑のあり方とともに、緑の重要性を発

信し、緑を基軸としたまちづくりを市民活動との連携を深めながら引き続き推進して

いく。 
 

○緑の保全と創出 
○緑と水のネットワークの推進 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 現状値（H26） 目標値（H31） 

公園・緑地の面積 637,757 ㎡ 650,000 ㎡ 
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（７）公共施設ネットワークと都市基盤の再整備／社会の変化に対応していく行財政運営 
市民生活を支える公共施設等を安定して維持・更新していくとともに新たな時代の

ニーズに応えていくために、経営的な視点から、施設の長寿命化、統廃合や複合化・

転用など既存施設の有効活用による施設総量の縮減を図るとともに、整備水準・管理

水準の見直し等を行うなど、将来にわたり総合的かつ計画的に公共施設等をマネジメ

ントしていく。 
限られた財源の中、持続可能な市政運営を実現していくためには、社会の変化に柔

軟に対応していく行財政運営を行っていくことが必要である。 

○公共施設・都市基盤の維持・更新

○効率的・効果的な行政サービスの提供 
○健全な財政運営の維持 

 
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

指標 
現状値 

（H22～H26 年度累計） 
目標値 

（H27～H31 年度累計） 

事務事業見直し・補助金見直し 
による経費削減額 

1,243,539 千円 1,280,000 千円 
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